
アグリビジネス創出フェア in 東海 Web展示

① 大型雌ウナギによる新規市場開拓コンソーシアム
2018-2023年

② 研究の社会実装 研究最終年（2023年）の
アウトリーチ活動

③ 組織作り

④ ブランド化 商品開発へ

⑤ 商品化

⑥ ｢艶鰻」の商品登録

⑦ 艶鰻2025年初出荷お披露目会の開催

⑧ 今後のブランド戦略

三河一色めすうなぎ研究会



大型雌ウナギによる新規市場開拓コンソーシアム
　　　　　　～めすうなぎのブランド化～

三河一色めすうなぎ研究会
（（特非）東海地域生物系先端技術研究会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石一史



（特非）東海地域生物系先端技術研究会は管理運営機関として参画

大型雌ウナギによる新規市場開拓コンソーシアム　2018-2023年　

研究のコンセプト
・新規市場の創設
・資源の有効活用
・種苗コストの低減
・うなぎ食文化



2．研究の社会実装　研究最終年（2023年）のアウトリーチ活動

シーフードショー（2023年8月）
　アンケート調査



１　三河一色めすうなぎの啓蒙と普及

２　三河一色めすうなぎに係わる知的財産の活用と管理

３　三河一色めすうなぎに係わる調査・研究・開発

・・・・・・・

三河一色めすうなぎ研究会の設立（2023年10月）  

3．組織作り



2024年5-7月　Makuakeに出品

Makuake Of The Year2025 受賞

4．ブランド化　商品開発へ



商品化（2025年のトピック）

イノントップバリュのお中元商品

イオントップバリュのプレスリリース 全国の店舗で販売



西尾市ふるさと納税

養鰻企業直営レストラン
での提供



「艶鰻」の商標登録

活鰻用 加工品用



艶鰻2025年初出荷お披露目会の開催
日時・会場：2025年11月18日・名古屋東急ホテル
目的：「艶鰻」知名度向上のためのメディア向けイベント



今後のブランド戦略



課題

・「めすうなぎ」の新規市場開拓
　「艶鰻」の品質と生産拡大

・絶滅危惧種を食べていいか問題
　ワシントン条約は否決されたが、・・・・・

・食文化の継承
　冬にも土用の牛の日がある
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